
 

 
 
   

 

富里市地域公共交通会議について 

資料１ 

～持続可能な公共交通を目指して～ 

～みんなでつくる 笑顔あふれるまち・富里～
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1

・富里市地域公共交通会議の背景 

道路運送法に基づく「地域公共交通会議」は平成２０年４

月に設置され、廃止した令和３年３月まで、地域の実情に

応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に

関する事項や市町村運営有償運送の必要性及び旅客か

ら収受する対価に関する事項等を協議してきました。 

具体的な協議内容 

① コミュニティバス等による運送（さとバスなど）の協議 

・運行の形態・運賃の設定（改定）・路線、運行区域の計画  

② 市町村有償運送（富里市移送サービス事業）に関する協議 

・運送の必要性・運行の計画・運送の登録、更新、変更・運送の対価

③ 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

少子高齢化の進展 

免許返納者の増加 ・公共交通の現状 

若年人口と生産年齢人口が 減少する一方で高齢者人口は

増加する為、長期的には、通学・通勤ニーズの減少と高齢者ニ

ーズの増加が見込まれます。 

また一方で、高齢運転者による事故が社会問題となってお

り、その影響もあってか、免許返納の件数も増加傾向にありま

す。免許返納等も含め、このような状況の中、「自動車が運転

できないと生活できない」という点に、将来的な不安を持つ方

が増加しています。 

負の連鎖 ⇒ 公共交通の崩壊 

国土交通省資料 

富里市地域公共交通会議の背景 

新たな富里市地域公共交通会議設置の経緯 
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・新たに富里市地域公共交通会議の設置 

 こうした背景を踏まえ、国は、地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律を改正し、地域公共交通計画の制度を作りました。社会情勢

や、富里市における地域公共交通の環境の変化に対応すべく、 

新たに、                   

を設置しました。 

 また、市公共交通の全域を見渡し、抜本的な見直しを進めていくた

め、公共交通のマスタープランとなる、 

                    

の策定を目指します。 

現在の富里市の公共交通機関は、下記のとおりです。 

 ・民間路線バス（7 路線） ・民間タクシー ・高速バス（３路線） 

 ・さとバス（市委託：酒々井駅線・富里バスターミナル線）  

・デマンド交通（市委託：根木名、十倉、高松ルート） 

富里市における地域公共交通を取り巻く環境は、交通の利便性が高

い地域や、「交通不便地域」が存在しています。 

また、市外医療機関の利用も多く、乗り継ぎに難を抱える人も増加

している状況です。 

富里市地域公共交通会議 

富里市地域公共交通計画 

２

新たな富里市地域公共交通会議設置の経緯 
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１．富里市地域公共交通会議とは 

道路運送法に基づく「地域公共交通会議」と、 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 

に基づく「法定協議会」を併せた協議会です。 

名 称 地域公共交通会議 地域公共交通活性化協議会 

 
道路運送法 

地域公共交通の活性化及び再生

に関する法律 

 

モ ー ド 

バス・タクシー 

自家用有償旅客運送 

地域の運送サービス全般 

（スクールバス・病院バス等） 

 任意  

 ・運送事業を行う上で通常必要と

なる道路運送法上の手続きを簡

略化することができる。 

・路線不定期運行又は区域運行

（デマンド型）の運行ができる。 

 

・地域公共交通計画の作成及び実

施に関し必要な協議 

 

地域公共交通会議 

・運送事業手続きの簡素化 

・経路の認定等 

２．設置目的 

（1） 地域公共交通計画の策定 

地域にとって望ましい公共交通のあり方を検討し、マ

スタープランとなる地域公共交通計画の策定に向けた協

議を行います。 

（2）地域の実情に応じた乗合旅客運送の態様・運賃、 

料金等に関する協議を行います。 

（3）定期的な事業の評価及び計画の見直しを図ります。 

地域公共交通活性化協議会 

・地域公共交通計画の作成及び協議 

地域公共交通会議 

・運送事業手続きの簡素化 

・経路の認定等 

 

 

 

協議会としての役割を付加 

地域公共交通活性化協議会 

・地域公共交通計画の作成及び協議 

 

富里市地域公共交通計画を策定し、

必要なサービスを検討し、持続可能

な富里市公共交通サービスを目指

します。 

 ▲道路運送法と地域公共交通の活性化及び再生に関する法律について▲ 

会議設置目的 

３

富里市地域公共交通会議について 

富里市地域公共交通会議のイメージ 
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道路運送法に基づく 

地域公共交通会議 

 

法定協議会 

道路運送法の改正により、地域公共交通会議の設置が

可能になり、地域公共交通のニーズに即した運行形態

やサービス水準等について協議ができるようになる。 

地域公共交通会議の設置 

活性化再生法の施行により、地域公共交通のあり方や

活性化対策の協議ができるよう体制が強化される。 

活性化再生法の改正により、持続可能な地域公共交通

網の形成に質するよう地域公共交通の活性化及び再

生のための取組を推進する旨や、まちづくりと一体と

なった公共交通の再編を追加。 

国庫補助事業（地域公共交通確保維持改善事業）の要

件緩和・拡充等 

平成１８年１０月 

平成１９年１０月 

平成２０年４月 

平成２６年１１月 

地域公共交通会議の廃止 令和３年３月 

令和３年４月 地域公共交通会議の設置 

地域公共交通会議規約、財務規程等の制定、予算 

地域公共交通会議＋法定協議会 

富里市地域公共交通計画策定 令和４年３月 

富里市地域公共交通計画作成に係る国庫補助金申請 

アンケート調査・分析、意見交換、パブリックコメント 

４ 

 富里市地域公共交通会議設置に至る経緯について 


